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お知らせお知らせ
町田ファミリー・サポート・センター

運営事業者を募集します
　町田ファミリー・サポート・センタ
ーでは、子育ての「手助けをしてほし
い人」と「協力をしてくれる人」が会員
となり、育児の負担を軽減するため、
地域の人々が互いに助け合っていく
ことを目指した事業を行っています。
この運営事業者を募集します。
対市内に本社または事業所を有する
法人またはその他の団体
期間１０月１日～２０２２年９月３０日（３
年間）
申必要資料（町田市ホームページで
ダウンロード）をお持ちのうえ、直
接、郵送またはＦＡＸで子育て推進課
（市庁舎２階）へ。
※詳細は町田市ホームページをご覧
下さい。
問子育て推進課☎７２４・４４６８
住民主体の地域活動団体型サービス

担 い 手 募 集 ＆ 説 明 会
　支援が必要な方が介護予防に取り
組める場を提供する「地域活動団体
型サービス」の内容や登録について
説明会を実施します。　
対地域住民中心のグループ、ＮＰＯ法
人等の団体
日２月１４日㈭午前１０時～正午
場市庁舎

定５０人（申し込み順）
申２月８日までに直接または電話で
各高齢者支援センターの「生活支援
コーディネーター」へ。
※各基準や補助金については各高齢
者支援センターへお問い合わせ下さ
い。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４６

生活支援団体補助金制度説明会
対日常生活で軽度な支援を必要とす
る方へ訪問による生活援助を実施し
ており、補助金による助成を希望す
る、地域住民中心の団体
日２月６日㈬午後２時から
場市庁舎
定５０人（申し込み順）
申２月１日までに、直接または電話で
各高齢者支援センターの「生活支援
コーディネーター」へ。
※各基準や補助金については各高齢
者支援センターへお問い合わせ下さ
い。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４６
ブロック塀等撤去事業助成金

今 年 度 の 受 付 終 了 が 
迫 っ て い ま す
　ブロック塀等撤去事業助成金の今
年度の受け付けは２月１５日までで
す。対象のブロック塀等の撤去を検
討している方は、お早めにお申し込
み下さい。制度の詳細は、住宅課へお
問い合わせいただくか、町田市ホー
ムページをご覧下さい。

対道路等に面する一定高さ以上のブ
ロック塀等の撤去工事で、２月末ま
でに撤去工事が完了するもの
※既に契約・着工している工事は対
象外となります。

【町田市をかたる業者にご注意下さい】
　ブロック塀等撤去について、市の
委託業者が訪問・電話により、勧誘す
ることはありません。
問住宅課☎７２４・４２６９
市の環境の状況を報告します

環 境 白 書 ２ ０ １ ８
　市の環境基本計画である第二次町
田市環境マスタープランに示した環
境施策の進

しん

捗
ちょく

状況や目標達成状況

を点検・評価するとともに、環境の現
状や動向を広く市民の皆さんに公表
するため、「町田市環境白書２０１８」
を作成しました。
　環境白書は、環境の状況及び施策
の実施状況を明らかにした「活動報
告」と、市の環境の現状に関するデー
タをまとめた「データ集」の２分冊に
なっています。
　「活動報告」は市政情報課（市庁舎
１階）、各市民センター等で配布、「デ
ータ集」は市政情報課で販売してい
ます（１冊３００円）。また、両冊とも町
田市ホームページでダウンロードも
できます。
問環境政策課☎７２４・４３８６

お店や会社の広告を載せてみませんか

２０１９年度　広告募集！
町田市ホームページ・広報まちだ
　市民生活に関係の深い広告を募集
します。詳細はお問い合わせ下さい。
※掲載できる広告の制限等がありま
す。応募説明書類等をお送りします
ので、希望する方は広報課へご連絡
下さい。
○町田市ホームページ
対サイトを有する事業主
期間４月１日～２０２０年４月３０日（申
し込みは１か月単位）
募集枠数トップページ＝１２枠（縦
５０ピクセル×横１３０ピクセル）、セ
カンドページ＝５枠×６ページ、計
３０枠（縦４５ピクセル×横２００ピク
セル）、いずれも抽選
費トップページ３万円、セカンドペ
ージ２万円（１枠１か月あたり）
※トップ・セカンドページのセット
割引や、長期掲載割引、セカンドペー
ジや広報まちだとのセット割引もあ
ります。詳細は町田市ホームページ
をご覧下さい。
○広報まちだ
対市内または近隣市に事業所を有す
る事業主
期間４月１日号～２０２０年４月１日号
の各号（毎月１日・１５日発行）
募集枠数各号３枠（同じ号に最大２枠
まで申し込み可）、いずれも抽選
サイズ縦４２ｍｍ×横８０ｍｍ
掲載位置本紙１２面下を参照
費５万円（各号１枠あたり）

◇
募集期間２月１３日㈬まで
問広報課☎７２４・２１０１

まちだ子育てサイト
　まちだ子育てサイトに掲載する有
料広告（バナー）を募集します。
※掲載できる広告の制限等がありま
す。詳細はまちだ子育てサイトをご
確認下さい（トップページ「バナー広
告の募集について」）。
対サイトを有する事業主
期間４月１日～２０２０年３月３１日
募集枠数トップページ９枠（縦７０ピ
クセル×横１４５ピクセル）
※１事業主につき１枠までです。
費１万５０００円（１枠１か月あたり）
※１年単位での申し込みとなります。
申申込書（まちだ子育てサイトでダ
ウンロード）に記入し、２月１８日まで
（必着）に郵送で子ども総務課企画総
務係へ。
問子ども総務課☎７２４・２８７６

国際版画美術館ホームページ
　市や美術・デザインに関係の深い
広告を募集します。
※掲載できる広告の制限等がありま
す。
対サイトを有する事業主
期間４月１日～９月３０日
募集枠数トップページ１０枠（横１８０
ピクセル×縦８０ピクセル）
※申し込みは１枠までです。
費３万円
募集期間１月１６日㈬～２月１５日㈮
※応募説明書類は同館ホームページ
でダウンロードできます。詳細はお
問い合わせ下さい。
問国際版画美術館☎７２６・２７７１

パブリック
コメント
公　表

ご意見ありがとうございました

　詳細は、町田市ホームページで公表するほか、次の窓口でも資料を配布します。
広聴課・市政情報課（市庁舎1階）、男女平等推進センター、各市民センター、木曽山
崎連絡所、町田・玉川学園・鶴川・南町田の各駅前連絡所、生涯学習センター、各市立
図書館、町田市民文学館、①のみ＝教育総務課（市庁舎10階）、教育センター、②のみ
＝産業政策課（市庁舎9階）

ご意見の概要 市教育委員会の考え方

子どもたちが、生きていく上での根本的
な力は学力と体力である。学力・体力の
育成に向けて、基本方針Ⅰに示された施
策を重点的に進めてほしい。

児童・生徒の学力・体力の向上に向けて、基
本方針Ⅰの施策及び重点事業を着実に実施
してまいります。

中学校でも、小学校と同じように全員給
食を実施してほしい。

２０１７年度に実施した中学校給食に関する
アンケートでは、選択制の給食を望む声が
多い結果となりました。必要に応じて給食
を提供できる現在の弁当併用外注給食方式
は、ニーズにあったものであると考えてお
ります。今後も、給食を利用したい人が不便
を感じることなく利用できる環境を整えて
まいります。

重点事業Ⅳ－１－４「学校図書館との連
携強化」について、図書館と学校図書館
の連携は重要であるが、学校支援に必要
な蔵書が不十分であるため、資料費を回
復させる必要があるのではないか。

蔵書を充実させていくことは重要であると
認識しています。利用状況を見ながら、学校
支援につながる蔵書を確保してまいりま
す。

　市教育委員会では、「町田市教育プラン2019-2023」の策定にあたり、
皆さんのご意見を募集しました。いただいたご意見は、計画策定の参考に
させていただきます。ご意見の概要と市教育委員会の考え方をいくつか
ご紹介します。
○募集期間　2018年10月1日～31日
○応募者数　30人　　○意見件数　39件

①町田市教育プラン2019-2023（原案）
問教育総務課☎724・2172

　ビジネスや働く場として「選ばれる都市」であり続けるために、10年
後、さらにその先の町田市の姿を見据えて取り組む産業振興の方向性を
示す「（仮称）町田市産業振興計画19-28」の策定にあたり、皆さんのご意
見を募集しました。いただいたご意見は、計画策定の参考にさせていただ
きます。ご意見の概要と市の考え方をいくつかご紹介します。
○募集期間　2018年10月15日～11月15日
○応募者数　18人　　○意見件数　52件

ご意見の概要 市の考え方
町田市は小売商業中心の市だが、商業以
外のビジネス分野も活性化させるため
の施策に期待したい。起業・創業支援は
もちろん、第二創業と呼べる事業の転換
を図っている企業にも事業支援の目を
向けることで、さらに有望企業を見出し、
企業活性化につながるものと考える。

本計画の“拡げる”チャレンジでは、イノベー
ションの促進と新しい価値の創出を目指し、
既存企業の新分野・新技術への進出を支援し
ます。その中で第二創業を含めた事業転換の
支援にも取り組みます。

人材の採用・育成は、あらゆる業種の共
通の課題であり、その重要性が増して
いる。働きやすさ、欲しい人材の確保
（人材バンク・Ｍ＆Ａ）、新規で設ける制
度や既にある制度の活用促進も含めて
考えてほしい。

人口減少社会において、人材の確保・育成は
重要な課題であると考えています。本計画で
は、ジョブ・カード等の既存の支援制度に加
え、人材を「経営資源」のひとつと捉えた、更
なる取り組みを推進してまいります。

商業以外のビジネスを増やすために、
市内のオフィス、工場の新設・規模拡大
は、企業の立場で重要である。職住近接
の豊かなビジネス環境を整備すること
で、企業が集まってくる可能性が高ま
ると思う。

本計画では、大規模な事業用地が少ないとい
う町田市の状況を考慮し、業種や規模等が市
内の事業環境に適した企業の誘致活動に取
り組みます。また、良好な住環境を強みに、職
住近接や多様な働き方を推進することで、企
業からも、働く人からも「選ばれるまち」を目
指します。

②（仮称）町田市産業振興計画19-28　素案
問産業政策課☎724・2129


